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研究成果の概要（和文）：商品２種類消費者２タイプの純粋交換経済の連続型モデルを用い，商品の消費者間へ
の初期配分に応じて競争均衡が安定になる場合と不安定になる場合を特徴づけた．次に離散型モデルで，被験者
を使ったダブルオークション実験を行った．実験の途中で安定性，不安性のそれぞれをもたらす初期配分にスイ
ッチした．この結果から，価格変動は理論予測ほど速く顕著に市場の超過需要の値に反映はしないことが観察さ
れた．そして，商品３種類消費者３タイプの純粋交換経済の連続型モデルを用い，消費者の効用関数のパラメタ
ーに応じて競争均衡が何個存在するのか，どの均衡が安定になりどの均衡が不安定になるのかを特徴づけた．

研究成果の概要（英文）：We investigated an exchange economy model with two kinds of infinitely 
divisible goods and two types of consumers to characterize stability and instability of competitive 
equilibrium by initial allocations to the consumers. We also developed an exchange economy model 
with two kinds of indivisible goods to conduct a double auction experiment with human subjects. In 
the middle of experiment, we changed the initial allocation from the stable case to the unstable 
case, and the other way around, and observed that price fluctuation is not so sensitive to the value
 of market excess demand. In addition, we examined an exchange economy model with three kinds of 
infinitely divisible goods and three types of consumers to characterize stable and unstable 
competitive equilibria in terms of parameters of utility functions of the consumers.

研究分野：経済理論，実験経済学

キーワード： 市場経済　完全競争　複数均衡　安定性　財の不可分性　純粋交換経済　パレート最適　経済実験
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１． 研究開始当初の背景 

合理的経済人の競争経済に関する研究とし
て，完全競争の状況の中での意思決定の仮定
と帰結のそれぞれの中から，財の不完全可分
性と均衡の複数性に注目し，その関連性に興
味を持った．この問題は，元来純粋交換経済
の市場実験を行った際に，実験データが理論
予測の競争均衡の値だけでなく，その周辺に
も観察され，その原因が財の不完全可分性，
つまり整数しか選べないことによるもので
はないかと予想されたことを契機とする．  

 

２． 研究の目的 

「均衡の複数性」と「商品の可分性」が市場
経済の理論予測と計算結果に与える影響を
解明する．完全競争市場の均衡は，需要と供
給の関係により一意に定まるのが一般的だ
と考えられているが，参加者の商品の初期分
配を少し変えただけで均衡が一つから複数
に増えることは，市場実験のための単純な交
換経済モデルでも比較的簡単に起こる．本研
究では 

（１） 競争均衡の一意性と複数性の特徴づ
けを行う． 

（２） 競争均衡が複数あるとき，それぞれ
の達成可能性，つまり動学的安定性
を調べる． 

また実際の商品はほとんど不可分であるに
もかかわらず理論モデルでは実数の範囲ま
で可分だと仮定され，この設定の違いは分析
にあまり本質的でないと考えられている．そ
こで， 

（３） 可分性の下で均衡が一つになる交換
経済モデルでも不可分性の下では均
衡が複数の場合が頻繁にあるという
予想をコンピュータシミュレーショ
ンで検証する．  

 

３． 研究の方法 

研究テーマを「完全競争における複数均衡の
構造解明」，「不完全可分条件の下での均衡の
一意性と複数性」の２つに分類し，それぞれ
のテーマに関して理論研究を行いつつ，必要
に応じて研究補助を雇用しコンピュータで
数値計算とグラフ作成を依頼する．研究代表
者は研究会等において途中の成果を報告し，
参加者と意見交換を行なう．研究方法は， 

（１） ２つのテーマの中の問題の中から，
仮定，結論，証明による一般的な理
論の構築が適切な問題を選び，理論
分析を行う． 

（２） コンピュータによる数値計算とグラ
フによる可視化が適切な問題に対し
ては，具体的な数値で計算を行う． 

（３） さらに，一部の理論に関しては，被
験者を用いた実験を行う． 

なお理論予測は研究代表者の専門であるの
で主として自身で行い，数値計算と実験は連
携研究者および共同研究者とともに行う． 

 

４．研究成果 

純粋交換経済のモデルと完全競争均衡の計
算プログラムの改訂作業を進め，同モデルの
競争均衡とパレート最適配分を離散型経済
モデルと連続型経済モデルの両方により理
論予測と数値実験による比較研究を行った． 
 
研究期間中は同種の問題に取り組んでいる
国内外の研究者と定期的に意見交換を行い，
理論予測の精緻化とコンピュータによるシ
ミュレーションを通じて，理論分析と計算分
析の結果をつき合わせた．まず， 
 
（１） David Gale が考案した商品 2 種類消

費者 2 タイプの純粋交換経済の連続
型モデルを用い，一意に存在する競
争均衡が商品の商品間への初期配分
に応じてワルラス的価格調整過程に
より安定になる場合と不安定になる
場合を特徴づけた． 

 
次に同じモデルを離散型経済モデルに書き
換え，初期配分を価格調整過程が安定である
ものと不安定性であるものに分類し，共同研
究者とともに学生を被験者としたダブルオ
ークション実験を行った．その結果実験の途
中で安定性，不安定性のそれぞれが予測され
る初期配分に変化させたが，理論予測通りの
価格変動を示すデータよりも理論予測ほど
明確な反応がない価格変動を示すデータの
方が多く得られた．このことから， 
 
（２） 散型経済モデルで実験を行った場合

市場の超過需要の値は理論予測ほど
速く顕著に価格変動に反映しないこ
とがわかった． 

 
更に，商品 3種類消費者 3タイプの純粋交換
経済の連続型モデルを用い，消費者の効用関
数のパラメターに応じて競争均衡が何個存
在するのか，動学的な価格調整過程によりど
の均衡が安定になり，どの均衡が不安定にな
るかを特徴づけた．その結果 
 
（３） パラメターによって競争均衡は一意

に定まることもあれば，7個あること
もあり，多いときは１３個存在する
ことがわかった．同時に，パラメタ
ーの値によっては局所的に安定な均
衡，大域的に不安定な均衡，そして
鞍点の 3 種類の均衡がすべて存在す
ることもわかった． 

 
すべての研究を通じてわかったことは，完全
競争の状況の中での意思決定の仮定と帰結
のそれぞれの中から，財の不完全可分性と均
衡の複数性に注目したが，競争均衡はさほど
特殊な状況でなくとも，つまり商品が完全に
可分であっても，複数存在することは全くめ
ずらしくないことである．さらに，その事実



 

 

は，商品の可分性が不完全であるとき，特に
整数のときその傾向は増すことがわかった．
これらのことから，われわれが市場経済を研
究するとき，一つの均衡が計算できたら（特
にすべてが対称な構造をしているとき）それ
が唯一の均衡であるということに疑いをも
つことがほとんどないことに警鐘を鳴らし
ていると言えよう． 
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